
自治基本条例 市民アンケート結果 

 

●目的 

 熊本市自治基本条例第４２条では、４年を超えない期間ごとに、経済情勢や社会情勢等

の変化を踏まえて、適切な処置を講じることとしている。 

 平成２６年度、平成３０年度の検証に引き続き令和３年度の検証を実施することとし

ております。検証を実施するにあたり、自治基本条例に関する考え方や関心のある項目、

自治基本条例に関するご意見等について広く市民の皆様のご意見を伺うため Web アンケ

ートを実施した。 

 

●対象 

市内在住・在勤・在学の方、市内で事業活動を行うかた。 

回答者数：２６８件 

 

●期間 

令和３年７月２８日（水）～８月１５日（日） 

 

●周知方法 

熊本市ホームページで周知するほか、熊本市公式 LINEを用いて周知を行った。 

 

●回答方法 

市ホームページ内のアンケートフォームにより実施した。 

 

 

  



 

 

〇自治基本条例の認知度が低く、周知に課題がある。 

 

〇熊本地震の影響か「危機管理」の項目の関心がもっとも高い。次に「区におけるまちづ

くり」「コミュニティ活動」「情報共有及び参画・協働」とまちづくりに関する項目に関

心が高い。



 

〇アンケート回答者の 8割以上は、町内自治会が「町内清掃、ごみステーションの管理」

を行っていることを知っており、市民の町内自治会の活動の認知度は高かった。 

 

〇地域の課題は地域で解決するという活動は、わからないという回答が最も多かった。 

次に多いのが、まぁまぁ行われている回答であった。 

 

〇参加したことがないという意見が多数となっており、次にアンケートのみ参加したとい

う回答が多い。割合は少ないがパブリックコメントや審議会等に参画されている方もい

る。 

  



問７.熊本市自治基本条例について、ご意見がありましたら自由にご記入ください。 

  （自由記載） 

 〇 複数の回答があった意見について抜粋 

(1) 職員の接遇について    ２件 

・区役所の職員の対応は素晴らしいが、苦情対応に関して職員の連携が取れていなかっ

た。 

・行政と市民の立場が対等でなく、意見を聞いてくれないことがあった。 

 

(2) 自治基本条例の周知が不足している １９件 

・自治基本条例が良くわからないので、わかりやすくしてほしい。 

・自治基本条例について、意味や目的を含めて大半の市民が知らないのではないか。 

・区毎の広報などは充実していて良い。 

 

(3) まちづくりの在り方について   ５件 

・住民自治の自立性を高めていくための施策や助成の在り方などを検討していく必要が

ある。 

・回覧板や半強制のイベントなど時代遅れな制度を精査するシステムが必要 

・働いている人、こどものいない人、一人暮らしの人等、地域と関わりにくい人達も気

軽に参加できる地域であったら良いと思う。 

・自治会の存続が厳しい昨今かと思う。地域福祉をどのように展開するかが今後の熊本

市に大きく影響すると思う 

 

(4) 自治会の活動について  １６件 

・うちの区の自治会長は、良く仕事をされており感謝している。 

・回覧板や町内会費の回収は負担だが、災害が高齢者を思えば地域の繋がりは大切だ。 

・こども会も町内会の一部の組織ですが、加入する家庭は減少している。母親も働いて

いるので、他の家庭のこどもの面倒を見る余裕はない。自治会は 20年後に存続して

いるだろうか。 

・新しく引っ越してくる若い世帯は、自治会活動は老人達が勝手にしていることで煩わ

しいものだという認識を持っていている方が多い。その割にごみステーション等は普

通に利用されマナーを守られていない。周知をお願いしたい。 

・自治会は町内の役員だけで活動しており、住民の意見を述べる機会がない。 

・マンション暮らしです。町内会費を毎月徴収されますが、何のメリットもありません

し、感じません。回覧板を回すのが苦痛です。 

・コロナ禍で地域の行事も行われておらず、寂しく窮屈な暮らしのなか、広報誌のお知

らせに繋がりを感じる。これからも充実していってほしい。 


